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～①子どもの権利の侵害
しんがい

の特徴
とくちょう

～ ～②なぜ子どもの救済
きゅうさい

制度
せいど

が必要
ひつよう

なのか～ 

～子ども議会
ぎかい

がスタート！～ 
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札幌市
さっぽろし

は、未来
みらい

を担
にな

う子ども一人ひとりの権利
けんり

の保障
ほしょう

が推進
すいしん

される社会の実現
じつげん

をめざし、「子どもの権利条例
じょうれい

」

の制定
せいてい

に向けた取組を進めています。一緒
いっしょ

に、子どもの権利について考えましょう！！ 

いじめや虐待
ぎゃくたい

などの権利侵害
しんがい

に悩
なや

み苦
くる

しんでいる子どもを救済
きゅうさい

するための新たな制度
せいど

を含
ふく

め、条例
じょうれい

全体について審議
しんぎ

している「子どもの権利条例
じょうれい

検討
けんとう

会議
かいぎ

」では、第3回会議
かいぎ

で駿河台
するがだい

大

学法
ほう

学部の吉田
よしだ

恒雄
つねお

教授
きょうじゅ

を講師
こうし

に招
まね

いて、救済
きゅうさい

制度
せいど

の学習会を行い、その必要性
ひつようせい

を確認
かくにん

しまし

た。今後、子どもにとって利用
りよう

しやすい救済
きゅうさい

制度
せいど

の創設
そうせつ

をめざし、検討
けんとう

を進めていきます。 

 

これまでの検討
けんとう

会議
かいぎ

のようす 

シリーズ 子どもの救済
きゅうさい

（第３回会議
かいぎ

より） 
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子どもを権利侵害
しんがい

から救済
きゅうさい

するためには、相談に対し
 

てアドバイスをするだけではなく、問題が起きたあとの人

間関係を調整していくことも重要
じゅうよう

です。 

また、日々、成長
せいちょう

発達
はったつ

している子どもにとっては、被害
ひがい

を解
かい

決
けつ

するだけではなく、自分の力で新しい一歩を踏
ふ

み出

すことができるようになるための支
し

援
えん

も必要になります。

このような子どもの権利侵害
しんがい

の 

特徴
とくちょう

に応
おう

じた活動ができるよう、 

必要な機能
きのう

や権限
けんげん

を持つ制度
せいど

が求 
 

められています。 

第 3 回会議
かいぎ

では、学習会に引き続き、市内の相談機関
きかん

の

状 況
じょうきょう

や、救済
きゅうさい

制度
せいど

に求められる機能
きのう

などについて話し合
 

いました。 

また、第2回・第4回会議
かいぎ

では、今年2月に市
し

議会
ぎかい

に提案
ていあん

した前回の条例案
あん

について、安心して生きる権利や参加
さんか

する
 

権利などの考え方、子どもの 

権利を保障
ほしょう

するうえでの大人 

の役割
やくわり

、条例の内容
ないよう

を正しく 

伝えることの重
じゅう

要
よう

性
せい

などを話 
 

し合いました。 

 

 

※検討会議の日程や議事録などの資料は、ホームページでお知らせして 

います。 

大人がしつけや指導
しどう

と思っていることが、行き過
す

ぎて

虐待
ぎゃくたい

や体罰
たいばつ

になる場合、大人は子どもの権利を侵害
しんがい

して
 

いることに気がつかないことがあります。 

一方、子どもは、権利の侵害
しんがい

を訴
うった

える表現
ひょうげん

能力
のうりょく

が十

分ではなかったり、親や教師
きょうし

など頼
たよ

りにする相手からの

被害
ひがい

では訴
うった

えることをためらったりする場合があります。

このように、救済
きゅうさい

制度
せいど

の検討
けんとう

 

では、子どもの権利侵害
しんがい

は被害
ひがい

が 

明らかになりにくいという特徴
とくちょう

 
 

を考えなければいけません。 

 

  子どもたちが札幌のまちづくりについて考え、市長に

提案
ていあん

する「子ども議会
ぎかい

」が始まりました。 
 

今年は、小学5年生から高校2年生までの51人が、5つ

の委員会にわかれて、「札幌市の財政
ざいせい

」、「環境
かんきょう

」、「いじめ

の解決
かいけつ

」、「農業体験
たいけん

の企画
きかく

」、「生活の安全と安心」などに
 

ついて話し合っています。 

提案
ていあん

が発表される本
ほん

会議
かいぎ

は、 

12月27日（木）に、市
し

議会
ぎかい

の 

議場
ぎじょう

で行われます。子ども議員
ぎいん

 

の活躍
かつやく

にご期待ください。 

 

トピック  市政
しせい

への子ども参加
さんか

 

【第3回会議のようす】 

【子ども議会のようす】 

シリーズ 子どもの救済
きゅうさい

（第３回会議
かいぎ

より） 


